
事業所名  　グループホーム花みづき

２　目標達成計画 作成日：　令和　  ４年　１２月　３０日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成
に要する

期間

1
外部
（1）

職員個々の理念に基づいた目標の設定や、理
念に沿ったケアの実践状況を自己評価する機
会が無い。

年度の変わり目等に、理念に沿ったケアの
実践状況について、職員個々に自己評価と
次年度の目標を考えて、目標達成に向けて
実践していくことができる。

年度の終わりに、職員個々に理念に沿ったケ
アを実践に向けた次年度の目標を設定し、管
理者と共有する。
管理者は、職員が目標を達成できるよう助言
等をしながらサポートしていく。

１２ヶ月

2
外部
（13）

様々な災害を想定した具体的な業務継続計画
を策定する必要がある。
また、非常時には職員にも理解や協力をもら
う必要があり、計画の段階から関わることが
できるようにしたい。

各ユニットに非常災害対策の担当者を置
き、より具体的な計画の策定に管理者と一
緒に取り組むことができる。
また、他職員と協力して非常時にも業務を
継続していくことができる。

各ユニットに非常災害対策担当者、感染症対
策担当者等を選任し、業務継続計画策定に参
加する。
計画の策定は令和５年度中とし、他ユニットの
担当者や管理者が集まり話し合う場を設けて
いく。

１２ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り
組む具体的な計画を記入します。
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